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みんなが輝ける社会を目指して
鹿児島県・奄美市立朝日中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かわ),川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せつ),節)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もも),桃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),香)
　「真っ赤な顔に小さな手足。気持ちよさそうに眠っているかわいらしい姿を新生児室のガラス越しに見たのが妹との初対面でした。」
これは姉が中学生のときに書いた作文の書き出しです。この赤ちゃんとは私のことで、作文には私が生まれてくるまでのこと、母の体調が思わしくなく入退院を繰り返していたこと、入院中残された父、姉、兄の三人での生活の大変さ、そして私が生まれてきたときの嬉しい気持ちが細かく書かれており、私の知らない当時の家族の様子を感じることができました。

　私には生まれてきたことを喜んでくれ、生まれてからずっと大切にしてくれる家族と過ごすことがあたり前の日常でしたが、みんなが決して同じではないと感じる出来事がありました。それは、夏休みも終盤の頃テレビから流れてきた「中三の女子生徒が渋谷で面識のない親子を刺し現行犯逮捕」という衝撃的なニュースです。事件を起こした女子生徒は、あとで自分の母親と弟を殺すための演習でこのようなことをしたと話していたそうです。私はこのニュースを見て、とても心が苦しくなりました。それと同時に私と一つしか学年の違わない彼女にいったい何があったのだろうか。そこに至るまでに何かできることはなかったのだろうか。いろんな思いが頭を駆け巡りました。人は自分の気持ちを理解してくれる人がいない、イライラしたときにうまく対処できない、孤独や絶望感を感じたときに自暴自棄になって犯罪や非行に走ってしまうのではないのでしょうか。私は思います。もちろん、誰にでも苦しみや悩みはありますが、まわりには必ず悩んでいる人を理解し、支えてくれる人がいるのだと。親、きょうだい、友達、先生、地域の人など話を聞いてくれる人、聞いてくれる場所がすぐそこにあるという安心感。そして、あなたは大切な存在なんだと思える瞬間がきっとあります。
私の母は小さいときからいつも
「桃ちゃん生まれてきてくれてありがとう。」
という言葉を口にします。小さいときは特に気にも留めず、また言ってるなと聞き流していた言葉でしたが、中学生の今では人前で言っているのを聞くと少し照れくさいと思うときもあります。しかし、中学生の今だからこそ感じます。母の口にする「生まれてきてくれてありがとう」の言葉の中には「あなたはかけがえのない存在。大切な命なんだよ」という意味が込められているのではないのかと。
私は一人一人が誰かに大切にされていると実感し、希望をもてる社会づくりが犯罪や非行防止に繋がるのではないか。そして、一人一人がお互いを受け止め、認め合い、理解し合うことが大切なのだと思います。「みんな違ってみんないい」これは私の祖母の大好きな言葉です。自分と同じ人は一人もいません。だからこそ一人一人がお互いを受け止め、認め合い、互いにかけがえのない大切な存在だと思えるような信頼関係を築いていけたらなと思います。今あなたの周りの人は笑顔でいますか。そして、あなた自身は笑顔で毎日過ごせていますか。あなたの周りの小さな輝きから、やがて社会の大きな輝きへと広がっていくのではないのでしょうか。そして、私は自分がしてもらったようにあなたは大切な存在なんだよと優しく伝えることのできる人間になりたいと思います。私の周りの輝きがより大きな光となり、一人一人が輝き続けることのできる未来を目指して。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７２回“社会を明るくする運動”作文コンテスト









